
集落の資源・環境を守ろう



農地面積支払�

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
課
農
林
業
担
当�

℡
７
２
・
０
３
１
３�

　「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」

は
、
『
戦
後
農
政
の
大
転
換
』
と

呼
ぶ
べ
き
対
策
で
す
。�

　「
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向

上
対
策
」
は
、大
綱
の
中
に
含
ま

れ
て
お
り
、「
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
」
「
米
政
策
改
革
推
進

対
策
」
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

事
業
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。�

品目横断的経営安定対策�19年産～�

　　　【対象者】�
　　　担い手�
　　　①認定農業者で一定の経営規模　�
　　　②一定の条件を備える集落営農で一定の経営規模�

【対策の内容】�
■担い手を対象に、経営全体に着目し、諸外国との生産条件の
格差から生じる不利を補正するための補てんと、収入減少の
影響を緩和するための補てんを実施�

①諸外国との生産条件の格差から生じる不利を補正（麦、大豆）�
②収入減少による影響を緩和（米、麦、大豆）�

【効果】�
担い手の施策を集中化・重点化し、構造改革を加速化�

農地・水・環境保全向上対策�19年度～�

　　　【対象者】�
　　　担い手以外も含めた多様な主体が参画する地域共同体�

�

【対策の内容】�
■品目横断的経営安定対策の導入に併せ、地域の共同活動に
より、農地・農業用水等の資源や環境の保全向上を図る新たな
対策を導入�

①地域の共同活動として、農地農業用水等の資源を保全する
　取組への助成�
②一定の面積以上の環境保全型の営農活動を支援�

【効果】�
農村地域の活性化�

水　田�

畑�

草　地�

※町の定めた基準を満たすことが必要�

※町の定めた基準を満たすことが必要�

農村環境向上活動�
（生態系保全・景観形成など）�

・計画策定�
・啓発普及�
・実践活動�

資源の適切な�
保全活動�

（基本的な維持管理）�

・点　　検�
・計画策定�
・実践活動�農地・水向上活動�

（施設の長寿命化など）�

・機能診断�
・計画策定�
・実践活動�

　
少
子
高
齢
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
近
年
、そ
の

影
響
は
、様
々
な
分
野
に
波
紋
を
広
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
「
農
業
」
は
、農
業
従
事
者
の
減
少
や

高
齢
化
、耕
作
放
棄
地
の
増
大
に
よ
り
、管
理
負
担
が
農
家
に

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。�

�

こ
の
よ
う
な
中
、平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
る
「
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」
は
、農
地
や
農
地
周
辺
の
水
路

な
ど
地
域
の
資
源
・
環
境
を
守
る
た
め
に
、地
域
共
同
の
取
り

組
み
と
し
て
行
っ
て
い
た
だ
き
、そ
の�

活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。�

　
町
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
わ
が
町
は
美
し
く
」�

に
も
関
わ
り
が
あ
る
こ
の
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解�

い
た
だ
き
、積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。�

2

米政策改革推進対策�19年産～�

【対象者】�
生産調整実施者�

【対策の内容】�
■品目横断的経営安定対策の導入に伴い、米の収入変動の緩和
対策をはじめ、従来から講じている米政策の支援対策を見直し�

①米の担い手経営安定対策は品目横断的経営安定対策へ移行�
②産地づくり対策について、担い手以外の者に対し、当面の間
　米価の下落対策等を行えるよう措置を追加�
③集荷円滑化対策は実効性を確保し、実施�

【効果】�
米の生産調整を円滑に実施�

▽
将
来
に
わ
た
っ
て
、農
地
・
水
・

　
農
村
環
境
を
保
全
し
、地
域
共

　
同
の
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。�

▽
農
業
者
の
み
な
ら
ず
、地
域
住

　
民
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
主

　
体
が
参
加
し
農
村
地
域
の
振
興
、

　
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。�

①
活
動
地
域
を
決
め
て
組
織

を
つ
く
る�

　
飯
南
町
で
は
、自
治
区
単
位
で

組
織
づ
く
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。�

②
組
織
の
規
約
・
活
動
計
画

を
つ
く
る�

�

３
月
末
ま
で
に
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。�

※
規
約
や
活
動
の
具
体
的
な
内
容

は
、様
式（
記
入
例
）が
あ
り
ま
す
。�

③
町
と
協
定
を
結
ぶ�

※
協
定
書
の
様
式（
記
入
例
）が
あ
り

ま
す
。�

④
助
成
金
の
交
付
を
受
け
る�

�

【
助
成
金
の
活
用
例
】�

▽
農
道
や
水
路
な
ど
の
維
持
管
理

　
活
動�

▽
水
路
・
畦
畔
の
補
修
な
ど
施
設

　
の
長
寿
命
化
を
図
る
活
動�

▽
農
地
の
荒
廃
を
防
止
す
る
活
動�

▽
地
域
の
環
境
美
化
活
動�

⑤
活
動
実
績
を
報
告�

（面積は畦畔込み）�

3 2

連 携� 連  携�

支援水準
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45

区　分�

17年度� 6,076人� 705,051万円� 11,168万円� 15.8％� 13.0％�13,582万円�

住民基本台帳人口�
H17年度末�

人件費�
（Ｂ）�

歳出額�
（Ａ）�

人件費率�
（Ｂ／Ａ）�

（参考）15年度�
人件費比率�

実質収支�

（注）人件費には一般職並びに特別職（町長、助役、教育長、町議会議員、嘱託員、各種審議会の委員等）に支給される給料、報酬等を含みます。�

区　分�

18年度�

職員数�

（A）�

122人�

職員手当�

5,000万円�

期末・勤勉手当等�

19,030万円�

�

計（B）�

70,644万円�

一人当たり給与費�

（B／A）�

579万円�

（注）特別会計（簡易水道事業会計、国民健康保険事業会計、公共下水道事業特別会計、病院事業会計等）を除いたものです。�
　   職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理職手当などの諸手当で、退職手当負担金は含みません。�
　   「給与費」は当初予算に計上された額であり、減額を含みません。�
�

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員基準を100とした�
　　場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。�

（注）町長15％、助役および教育長は10％、議長・副議長・議員は５％減額後の支給額です。�

（注）平成18年度給与実態調査によります。�

（注）飯南町は当分の間、上記の金額より3％減額をしています。�

給　料�

46,614万円�

給　与　費�

区　分�
町　長�
助　役�
教育長�
一般職�

減額率�
15％�
10％�
10％�

3％～10％�

職　　　種�

一般行政職�
技能労務職�

平均給料月額�

307,002円�
333,574円�

平均年齢�

41歳1月�
48歳0月�

105�

100�

95�

90�

85�

80�

75

89.6

94.3
92.0

97.6 96.296.2

飯南町� 島根県町村平均�島根県市町村平均�

区　　　分�

一般行政職�

技能労務職�

　　国　　�

170,200円�
138,400円�

�

　飯南町  �

170,200円�
138,400円�
135,600円�

�

大学卒�
高校卒�
高校卒�

区　分�

6月期�
12月期�
計　�

⑴  期末・勤勉手当�

期末手当�

1.4月�
1.6月�
3.0月�

勤勉手当�

0.725月�
0.725月�
1.45月�

期末手当�

1.4月�
1.6月�
3.0月�

勤勉手当�

0.725月�
0.725月�
1.45月�

�

飯南町� 国�

職制上の段階など�
による加算措置�

役職加算5～20％�
管理職加算10～25％�

役職加算5～10％�

配偶者�
扶養親族でない配偶者を有する場合の1人目の子等�
配偶者以外の扶養親族のうち2人まで�
配偶者でない職員の場合の扶養親族のうち1人�
その他の扶養親族�
16～22才の子1人について加算する額�

⑵  扶養手当�
飯南町�内　　　　容� 国�

�13,000円�
6,500円�
6,000円�
11,000円�
5,000円�
5,000円�

13,000円�
6,500円�
6,000円�
11,000円�
5,000円�
5,000円�

持家居住�

貸家居住者�

⑶  住居手当�
飯　南　町�区　分� 国�

同左��
同左�

月額12,000円を超える家賃を支払って�
いる者に対して27,000円を限度に支給�
2,500円（新築・購入から5年間）�

自家用車�
等利用者�

⑷  通勤手当�
金　　　額�内　　　　　容�

2km以上通勤する職員�
に支給、最大25kmまで�

勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度額�

⑸  退職手当�
飯南町� 国�

区　分�

区　　分�

区　分�

区　　分� 期末手当支給月数�給料月額等�

2,000円～25,000円�

自己都合�

23.50月�
33.50月�
47.50月�
59.28月�

勧奨・定年�

30.55月�
41.34月�
59.28月�
59.28月�

自己都合�

23.50月�
33.50月�
47.50月�
59.28月�

勧奨・定年�

30.55月�
41.34月�
59.28月�
59.28月�

町　長�
助　役�
教育長�
議　長�
副議長�
委員長�
議　員�

町　長�
助　役�
教育長�
議　長�
副議長�
委員長�
議　員�

給　料�

報　酬�

620,500円�
558,000円�
504,000円�
283,000円�
234,000円�
204,000円�
195,000円�
�

（平成18年度支給割合）�

� ６月期　1.60月�
12月期　1.75月�
計3.35月�期末手当�

一 般 行 政 部 門 �

福 祉 関 係 �

特 別 行 政 �

平成17年�
職　員　数（人）�

平成18年�

1�
45�
3�
11�
3�
7�
70�
35�
6�
41�
13�
13�
59�
2�
4�
2�
67�

191�
【196】�

1�
39�
3�
12�
3�
8�
66�
35�
6�
41�
14�
14�
58�
3�
2�
2�
65�

186�
【196】�

－6�
�
1�
�
1�
－4�
�
�
�
1�
1�
－1�
1�
－2�
�

－2�

－5

対前年�
増減数（人）�

公営企業等会計部門�

合　　　計�

部　門�

（注）職員数は一般職に属する職員数です。【　】内は、条例定数の合計です。�

★この情報は飯南町ホームページでも公表して います。http://www.i inan. jp/をご覧ください�

飯南町職員の給与などの状況をお知らせします�概  要

定員管理計画は、平成22年4月1日までに175人まで減員することとしています（対17年度比－16人）�

議 　 会 �
総 　 務 �
税 　 務 �
農林水産�
商 　 工 �
土 　 木 �
小 　 計 �
民 　 生 �
衛 　 生 �
小 　 計 �
教 　 育 �
小 　 計 �
病 　 院 �
水 　 道 �
下 水 道 �
そ の 他 �
小 　 計 �

1 人件費の状況（普通会計決算）�

2 職員給与費の状況（普通会計予算）�

3 特記事項（給与の抑制）平成18年度� 4 ラスパイレス指数の状況�

5 職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成18年4月1日現在）�

職員の初任給の状況（平成18年4月1日現在）�

8 特別職等の報酬等の状況（平成18年4月1日現在）�

9 部門別職員数の状況（平成18年4月1日現在）�

7 職員手当の状況（平成18年4月1日現在）�

17年度� 18年度�

飯南町には、町民生活にかかわるさまざまな仕事に携わっている多くの職員がいます。そ
して、仕事の内容に合わせて給与が支給されています。�
町職員の給与は、国やほかの地方公共団体の職員、民間企業の従業員の給与などを総合的
に考慮し、町議会の議決を経て条例で定められています。�
今回は町職員の給与等について、次のとおりお知らせします。�
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：�

　「
島
根
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
」は
、広
島
県
の
皆
さ
ん
に
島
根
県
の
特
産
品

や
観
光
地
を
紹
介
し
、島
根
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
同
フ
ェ
ア
は
今
年
で
１０
周
年
を
迎
え
、会
場
と
な
っ
た
広
島
県

立
総
合
体
育
館
は
、２
日
間
で
約
１７
万
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
飯
南
町
か
ら
も
６
団
体（
約
３０
人
）
に
参
加
い
た
だ
き
、来
場
者
に
町
の

特
産
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、広
島
赤
来
会
の
方
々
に
も
協
力
い
た

だ
き
、来
場
者
に
町
の
魅
力
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
お
な
じ
み
の
特
産
品
か
ら
新
た
な
加
工
品
ま
で
、様
々
な
も
の
を
手
に

と
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、町
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
２
日
間
で

し
た
。�

�

　
町
内
の
各
保
育
所
で
は
、
毎
年

恒
例
の
豆
ま
き
を
行
い
、
こ
の
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
園
児
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
豆
を
投
げ
て
い

ま
し
た
。�

　
赤
名
保
育
所
の
豆
ま
き
で
は
、

年
長
の
男
の
子
が
、
可
愛
い
鬼
役

と
な
っ
て
、
保
育
所
内
を
か
け
回

っ
て
い
ま
し
た
。
鬼
を
退
治
し
た

園
児
が
お
祈
り
を
す
る
と
、
今
度

は
年
長
の
女
の
子
が
「
福
の
神
」

と
な
っ
て
登
場
し
、

ご
褒
美
と
し
て

お
菓
子
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。�

　
元
気
い
っ

ぱ
い
に
豆
ま

き
を
し
て
、

今
年
一
年
を

健
康
に
過
ご
せ

そ
う
で
す
。�

�

�

　
飯
南
町
猟
友
会
（
藤
原
國
利
会
長
　
会
員
５７
人
）

に
よ
る
安
全
狩
猟
一
斉
駆
除
は
、
会
員
の

安
全
狩
猟
技
術
の
向
上
と
親
睦
を
図
る
た

め
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
八
神
地
内
の

山
林
で
実
施
し
た
後
に
、
情
報
交
換
や
安

全
狩
猟
の
確
認
な
ど
を
行
い
、
会
員
の
親

睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。�

　
町
は
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防

止
の
た
め
、
同
猟
友
会
に
有
害
駆
除
を
お

願
い
し
、
被
害
の
抑
制
に
貢
献
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、

今
後
の
活
動
維
持
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、
鳥
獣
捕
獲
免
許
取
得
の

緩
和
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
関
心
を

お
持
ち
の
方
は
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。�

■
お
問
い
合
せ�

　
農
林
課
農
林
業
担
当 

℡
７
２
・
０
３
１
３�

　
飯
南
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
、

１
月
１３
日
に
行
わ
れ
た
県
大
会
で

優
勝
し
、
１９
年
ぶ
り
に
全
国
大
会

の
切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。
そ
の

結
果
報
告
に
、
同
校
校
長
な
ど
４

人
が
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。�

　
同
部
は
、
こ

れ
ま
で
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
へ
３
度

出
場
す
る
な
ど
、

か
つ
て
は
強
豪

チ
ー
ム
の
一
つ

と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
し
た
が
、

部
員
数
の
減
少

な
ど
で
、
近
年

は
チ
ー
ム
の
存

続
を
維
持
し
て

い
く
の
が
精
一
杯
と
い
う
状
況
で

し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
担
当

顧
問
や
同
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
が
力

を
合
わ
せ
、
部
員
の
成
長
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
温
か
い

指
導
・
支
援
に
支
え
ら
れ
、
そ
れ

に
答
え
る
よ
う
に
チ
ー
ム
は
実
力

を
つ
け
、
今
回
の
快
挙
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。�

　
全
国
大
会
に
向
け
、
吾
郷
鉱
平

主
将
は
「
ま
ず
は
１
勝
を
目
指
し

た
い
」、
深
石
晃
弘
副
主
将
は
「
県

大
会
で
課
題
も
見
え
た
。
克
服
し

て
望
み
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て

い
ま
し
た
。�

　
全
国
大
会
は
、
３
月
２４
日
か
ら

徳
島
県
徳
島
市
で
行
わ
れ
ま
す
。�

�

：�

�

　
銀
山
街
道
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

む
け
て
、
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
「
ア

ク
ト
３
赤
名
」
が
、
来
島
保
健
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
「
銀
山
ゆ
か
り
の
献

立
」
と
題
し
た
料
理
教
室
を
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
郷
土
料
理
を
研

究
し
て
い
る
三
島
芳
久
さ
ん（
赤

名
）
の
指
導
に
よ
り
、
三
次
市

吉
舎
町
に
残
る
古
文
書
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
当
時
の
役
人
が

食
べ
た
と
い
わ
れ
る
料
理
を
再

現
し
ま
し
た
。�

　
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
に
仕
上
が

っ
た
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
、

集
ま
っ
た
会
員
は
「
今
後
こ
の

料
理
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
」
な
ど
、

夢
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
意
見
を
交
わ
さ
れ

て
い
ま
し
た
。�

�

�

　「
く
ま
笹
」

を
使
っ
た
健

康
食
品
等
を

作
る
町
の
誘
致

企
業
㈱
サ
プ
ロ
島
根
と
、町

の
特
産
品
の
一
つ
「
そ
ば
」

を
提
供
し
て
い
る
有
限
会

社
一
福
が
協
力
し
、「
く
ま
笹
そ
ば
」

の
開
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
行
わ
れ
た
試
食
会
で
は
、

粉
末
状
の
笹
や
笹
エ
キ
ス
を
１
％

と
５
％
の
割
合
で
練
り
込
ん
だ
そ

ば
が
提
供
さ
れ
、参
加
者
か
ら
香

り
や
喉
ご
し
な
ど
に
つ
い
て
、様
々

な
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、「
さ
さ
餅
」や「
さ
さ
豆

腐
」な
ど
の
試
作
品
も
あ
り
、参
加

者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。�

　「
く
ま
笹
そ
ば
」は
今
後
も
研
究

を
重
ね
ら
れ
、町
の
新
た
な
特
産

品
と
し
て
、４
月
の
完
成
を
目
指

し
て
い
か
れ
ま
す
。�

�

��

　
島
根
県
の
「
が
ん
ば
っ
て
い
る

地
域
の
活
動
」
顕
彰
事
業
に
、
農

事
組
合
法
人
と
ん
ば
ら
門
営
農
組

合
（
花
栗
　
景
山
道
善
代
表
理
事
）
が

選
ば
れ
、
県
庁
知
事
室
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
門
営
農
組
合
は
、
平
成
１１
年
１

月
に
町
内
初
の
集
落
営
農
型
法
人

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
エ
コ

米
の
栽
培
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
転
作
大
豆
の
栽
培
、

稲
わ
ら
と
畜
産
農
家
の
堆
肥
の

交
換
に
よ
る
耕
畜
連
携
の
実
践
、

女
性
部
野
菜
生
産
に
よ
る
学
校
給

食
へ
の
供
給
、
小
学
校
実
習
田
で

の
農
業
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
精
力
的
な
活

動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
景
山
代
表
は
知
事
に
、「
地
域

で
飼
養
し
て
い
る
和
牛
の
堆
肥
を

活
用
し
た
土
づ
く
り
に
特
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
み
、
安
全
・
安
心
、

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
推
進
し

て
い
る
」
な
ど
と
、
活
動
状
況

を
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�
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講師:仲島正教さん（兵庫県）�

加
藤
　
安
次�

石
飛
　
静
子�

渡
辺
　
柳
子�

信
藤
さ
つ
え�

景
山
　
敬
子�

盛
政
　
雨
石�

田
中
寿
美
江�

福
間
　
秀
夫�

こ�

　
江
戸
時
代
、石
見
銀
山
で
産
出
し

た
銀
は
、大
森（
大
田
市
）
か
ら
尾
道
、

大
坂
を
経
て
京
都
へ
運
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
大
森
か
ら
尾
道
ま
で
の

街
道
を
銀
山
街
道
と
呼
ん
で
い
ま
す
。�

�

こ
の
街
道
に
は
宿
が
設
け
ら
れ
、

銀
は
宿
か
ら
宿
へ
と
周
辺
の
住
民

の
手
に
よ
っ
て
荷
継
ぎ
さ
れ
る
事

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
銀
山
街
道
の
宿
場
町
で
あ
っ
た

赤
名
と
そ
の
周
辺
の
住
民（
奥
飯
石
の

村
々
）
も
年
に
一
度
の
銀
荷
継
ぎ
に

協
力
し
、九
日
市
か
ら
引
き
渡
さ
れ

た
銀
を
、次
の
布
野
宿
ま
で
運
ば
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
と
こ
ろ
が
、あ
る
時
、布
野
宿
が

大
火
に
遭
い
全
焼
し
た（
１
７
１
３
年

頃
）
た
め
、奥
飯
石
の
村
人
は
、さ
ら

に
三
次
ま
で
の
道
の
り
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。�

　
銀
の
荷
継
ぎ
で
は
宿
と
助
郷（
※

注
）
の
村
々
が
す
べ
て
の
費
用
・
労

力
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

荷
継
ぎ
の
一
行
は
、人
夫
３
０
０
人
・

牛
馬
２
０
０
頭
に
も
の
ぼ
る
こ
と

も
あ
り
、こ
れ
は
当
時
の
人
々
に
と

っ
て
大
変
な
負
担
で
し
た
。�

　
運
搬
距
離
が
お
よ
そ
２
倍
に
な

っ
た
村
人
の
苦
労
は
、は
か
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。�

�

布
野
宿
の
大
火
か
ら
数
十
年
後
、

布
野
宿
は
再
興
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、三
次
ま
で
の
荷
継
ぎ
は
一

向
に
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
重

い
負
担
を
元
通
り
に
、と
い
う
の
が

村
人
た
ち
の
念
願
で
し
た
。
し
か

し
、何
と
い
っ
て
も
、石
見
銀
山
御

料
に
関
わ
る
問
題
で
す
。
幕
府
と

い
う
強
大
な
権
力
の
前
に
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
ぬ
ま
ま
歳
月
は
経

過
し
ま
し
た
。�

�

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
奥
飯
石

二
十
一
か
村
を
代
表
し
て
立
ち
上

が
っ
た
の
が
、角
井
村
庄
屋
、弥
兵

衛
ら
で
し
た
。�

　
時
に
、１
８
１
２
年（
文
化
９
）
、弥

兵
衛
、半
兵
衛
（
赤
名
宿
年
寄
）
、平
右

衛
門
（
赤
名
駅
総
代
）
は
広
瀬
藩
か
ら

の
添
え
書
き
を
携
え
、大
森
代
官
所

へ
助
郷
負
担
の
軽
減
を
訴
え
る
訴

状
を
差
し
出
し
ま
し
た
。
以
後
、８

年
間
に
わ
た
る
長
く
苦
し
い
闘
い

の
始
ま
り
で
し
た
。�

　
飯
南
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進

協
議
会
、飯
南
町
青
少
年
健
全
育

成
会
議
の
主
催
に
よ
る
「
人
権
・

同
和
教
育
講
演
会
」
は
、年
に
数

回
開
催
さ
れ
て
お
り
、毎
回
好
評

を
得
て
い
ま
す
。１
月
18
日
に
は
、

頓
原
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を

会
場
と
し
て
行
わ
れ
、約
70
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、元
小
学
校
教
師
で
教

育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
仲
島
正
教
さ
ん（
兵
庫
県
）
を
講
師

に
迎
え
、教
育
現
場
で
得
た
様
々

な
子
ど
も
た
ち
と
の
感
動
体
験
を

交
え
な
が
ら
、私
た
ち
が
認
識
す

べ
き
人
権
意
識
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。�

　
こ
の
講
演
会
は
、今
後
も
定
期

的
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
も
積
極
的
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。�

��������

　
１
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
は
、

全
国
学
校
給
食
週
間
で
す
。
期
間

中
は
、全
国
の
小
中
学
校
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、多
く
の

方
が
学
校
給
食
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の

小
中
学
校
で
も
、楽
し
い
食
事
の

マ
ナ
ー
や
、食
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解
と
習
慣
の
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、給
食
に
関
す
る
学

習
会
や
給
食
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。�

　
１
月
26
日
、赤
来
中
学
校
で
は

高
校
か
ら
弁
当
に
な
る
３
年
生
を

対
象
に
、給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
使
っ

た
弁
当
バ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
、

保
健
教
員
や
栄
養
士
か
ら
、食
事

の
大
切
さ
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。�

　
生
徒
は
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
カ

ロ
リ
ー
を
計
算
さ
れ
て
い
る
学
校

給
食
が
、自
分
た
ち
の
成
長
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
を

感
じ
た
様
子
で
、自
分
で
よ
く
考

え
な
が
ら
用
意
さ
れ
た
料
理
を
選

ん
で
い
ま
し
た
。�

　
生
命
産
業
創
造
塾
は
、町
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
一
環
と
し
て

定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
、１
月

26
日
に
行
っ
た
４
回
目
の
講
座
に

は
、約
40
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
講
座
は
、広
島
大
学
薬
学

部
の
神
田
博
史
助
教
授
に
毎
回
お

越
し
い
た
だ
き
、様
々
な
薬
草
や

山
野
草
の
効
果
な
ど
を
お
話
し
い

た
だ
き
な
が
ら
、そ
れ
ら
を
使
っ

た
健
康
料
理
な
ど
、家
庭
で
で
き

る
こ
と
か
ら
地
域
お
こ
し
の
提
案

ま
で
、幅
広
い
内
容
で
お
話
し
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。�

　
今
回
か
ら
、分
科
会
が
設
け
ら
れ
、

よ
り
具
体
的
な
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
第
５
回
の
開
催
は
、２
月
23
日

に
行
い
、平
成
19
年
度
も
引
き
続

き
実
施
す
る
予
定
で
す
。�

　
飯
南
町
自
治
区
長
連
絡
会
で
は
、

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
一

般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
助
成
金
）

を
受
け
、冬
季
の
除
雪
対
策
に
活

用
す
る
「
除
雪
機
」
４
機
の
整
備

が
行
わ
れ
、町
内
４
つ
の
地
区
に

配
置
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、高
齢
化
に

よ
り
課
題
と
な
っ
て
い
た
除
雪
問

題
の
解
消
・
軽
減
に
、大
き
く
期
待

が
も
た
れ
ま
す
。�

※
こ
の
事
業
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を
行
う

も
の
で
す
。今
後
自
治
区
単
位
で

該
当
す
る
事
業
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

自
治
振
興
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
地
球
温
暖
化
問
題
が
テ
レ
ビ
や

新
聞
等
で
連
日
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
中
、国
・
県

で
は
「
京
都
議
定
書
」

に
基
づ
い
た
取
り
組

み
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
飯
南
町
で
は
、
ご

み
問
題
や
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、地
域
の
模
範
と
し
て
「
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定

し
、
役
場
業
務
の
中
で
可

能
な
取
り
組
み
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

　
今
後
は
、役
場
で

取
り
組
ん
だ
活
動

結
果
を
基
に
、地
域

の
皆
さ
ん
や
事
業
所

と
連
携
し
、協
働
し
て

取
り
組
ん
で
い
け
る
活

動
を
提
案
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�

こ
う
　
だ�

（
※
注
）荷
継
ぎ
の
負
担
を
宿
と
と
も
に
担
う
周
辺
の
村�

＊
春
生
き
る
音
爽
や
か
に
初
日
の
出�

＊
灯
り
消
し
雪
降
る
音
を
聞
い
て
み
る�

＊
暖
冬
で
心
も
軽
く
い
き
い
き
と�

＊
い
き
い
き
と
流
れ
の
顔
に
化
粧
す
る�

＊
い
き
い
き
と
今
年
も
生
き
よ
歳
拾
う�

＊
今
日
も
ま
た
朝
日
を
拝
む
縁
起
よ
さ�

＊
嫁
に
来
て
元
気
で
米
を
研
ぎ
続
け�

＊
新
し
い
ペ
ー
ジ
に
今
日
の
ペ
ン
が
あ
る�

藤
原
　
　
正�

那
須
　
キ
ミ�

石
田
　
文
子�

藤
原
　
秀
子�

千
葉
ト
ミ
エ�

戸
田
登
喜
栄�

渡
辺
ヤ
エ
コ�

熊
谷
　
允
子�

田
中
寿
美
江�

片
岡
　
千
鳥�

景
山
　
敬
子�

岡
田
　
繁
富�

景
山
サ
チ
子�

三
上
　
朋
子�

景
山
　
牧
栄�

原
　
美
千
枝�

＊
風
吹
け
ば
風
に
光
れ
る
花
八
つ
手
冬
の
花
火
の
様
に
咲
き
い
る�

＊「
３
チ
ャ
ン
」の
テ
レ
ビ
に
写
つ
る
収
穫
祭
老
い
も
若
き
も
ハ
ッ
ピ
が
映
え
る�

＊
新
年
の
大
き
く
晴
れ
て
雪
少
な
万
両
の
実
の
庭
に
輝
く�

＊
お
だ
や
か
な
元
日
迎
え
去
年
の
雪
新
年
会
の
話
題
の
ひ
と
つ�

＊
新
し
き
年
を
迎
え
て
願
わ
く
は
我
が
家
の
五
代
目
ひ
孫
抱
き
た
し�

＊
旅
み
や
げ
さ
ぬ
き
う
ど
ん
を
茹
で
な
が
ら
友
の
辿
り
し
四
国
路
偲
ぶ�

＊
又
一
つ
小
さ
き
発
見
探
し
出
す
年
重
ね
る
も
又
た
の
し
く
て�

＊
ふ
っ
く
ら
と
金
柑
の
煮
え
琥
珀
色
暮
れ
の
厨
辺
な
ご
む
ひ
と
と
き�

＊
紅
白
の
な
ま
す
を
つ
く
る
年
の
暮
年
始
の
客
を
待
つ
よ
ろ
こ
び
よ�

＊
宍
道
湖
に
夕
日
浴
び
つ
つ
鳰
の
群
れ
時
折
も
ぐ
り
羽
ば
た
く
も
お
り�

＊
穏
や
か
に
陽
差
し
を
受
け
て
年
明
く
る
無
事
を
願
い
て
又
歳
拾
う�

＊
千
年
の
杉
を
仰
ぎ
て
初
詣
で
心
さ
や
け
き
元
日
の
朝�

＊
二
人
し
て
一
人
前
と
笑
い
つ
つ
夫
の
送
迎
で
今
日
も
働
く�

＊
孫
・
子
ら
の
帰
り
待
ち
つ
つ
大
晦
日
陽
の
入
る
厨
に
手
料
理
は
ず
む�

＊
障
子
あ
け
山
に
向
い
て
日
の
出
ま
つ
小
学
の
兄
弟
の
瞳
輝
く�

＊
久
し
ぶ
り
巡
り
あ
う
友
は
幼
き
日
の
面
影
と
ど
め
美
し
く
見
ゆ�

　
一
月
詠
草�

一
月
詠
草�

その６�

今
月
号
と
来
月
号
で
は
、
江
戸
時
代
、
角
井
村
の
庄
屋
を
勤
め
、
村
々
の
代
表

と
し
て
江
戸
へ
訴
訟
に
赴
き
、
志
半
ば
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
弥
兵
衛
と
い
う

人
物
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。�

や
へ
え

①

赤名宿が運上銀を引継ぎ、三次まで
送り届けることを記した預り証文�
（赤名：安井氏所蔵）�

8

し
ゅ
く�
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、内
臓
脂
肪
型
肥
満
が
土
台
に
あ

り
ま
す
。
予
防
・
解
消
す
る
た
め
に
、

ま
ず
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。�

�

現
代
の
私
た
ち
の
食
生
活
は
高

脂
肪
の
メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
た
め
、肉

類
な
ど
動
物
性
脂
肪
の
多
い
食
品

は
控
え
め
に
し
、魚
や
野
菜
を
多
く

摂
る
よ
う
に
す
る
と
、栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
よ
く
な
り
ま
す
。�

�

た
だ
し
、ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
、炭
水
化
物
や
脂

質
を
摂
ら
な
い
と
い
っ
た
「
偏
っ

た
食
事
」
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
な
栄
養
素
を
過
不
足
な
く
摂

取
で
き
る
よ
う
、主
食
・
主
菜
・
副
菜

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ま
し
ょ
う
。�

�

ま
た
、食
事
回
数
を
減
ら
し
た
り
、

ま
と
め
食
い
を
す
れ
ば
、よ
け
い
に

太
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、１
日

３
食
を
基
本
に
、な
る
べ
く
毎
日
決

ま
っ
た
時
間
に
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。�

�

肥
満
予
防
に
、食
物
繊
維
を
摂
る

の
も
効
果
的
で
す
。
食
物
繊
維
に

は
、胃
の
中
で
水
分
を
吸
収
し
て
ふ

く
ら
み
、満
腹
感
を
与
え
る
こ
と
に

よ
り
、肥
満
を
予
防
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。�

�

食
物
繊
維
を
多
く
含
む
メ
ニ
ュ

ー
の
一
つ
と
し
て
「
糸
寒
天
の
サ

ラ
ダ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
た

で
行
っ
た
G
I
S
I
S
を
用
い
た

を
用
い
た

鳥
獣
対
策
の
マ
ッ
プ
作
り
や

鳥
獣
対
策
の
マ
ッ
プ
作
り
や

放
牧
を
利
用
し
た
獣
害
対
策

放
牧
を
利
用
し
た
獣
害
対
策

の
成
果
、

の
成
果
、
ま
た
最
新
の
被
害

ま
た
最
新
の
被
害

対
策
の
事
例
を
報
告
し
ま
す

対
策
の
事
例
を
報
告
し
ま
す
。�

中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
た
G
I
S
を
用
い
た

鳥
獣
対
策
の
マ
ッ
プ
作
り
や

放
牧
を
利
用
し
た
獣
害
対
策

の
成
果
、
ま
た
最
新
の
被
害

対
策
の
事
例
を
報
告
し
ま
す
。�

　
保
育
所
児
童
や
文
化
協
会
の
発

表
、地
域
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、食
の

広
場
な
ど
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

■　
３
月
４
日（
日
）９
時
30
分
〜�

■　
赤
名
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

■　
自
治
振
興
課
赤
名
地
区
担
当�

　
℡
７
６
・
２
２
１
２�

　「
い
じ
め
」を
テ
ー
マ
に
し
た
映

画
の
上
映
会
で
す
。�

　
こ
の
映
画
を
見
て
、一
緒
に
「
い

じ
め
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。�

■　
３
月
11
日（
日
）�

　
　
　
　
　
　
10
時
30
分
〜
12
時�

■　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
　「
み
せ
ん
」�

■

　
無
　
料�

■　
飯
南
町
教
育
委
員
会�

　
　
　
　�

℡
７
２
・
０
３
０
１�

主
催
▽

飯
南
町
青
少
年
健
全
育
成
会
議�

●　
親
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン�

●

　
石
田
　
睦
子
さ
ん�

　  

職
業
訓
練
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー�

　
家
庭
教
育
講
演
会
は
、私
た
ち

が
一
番
安
心
で
信
頼
で
き
る
は
ず

の
居
場
所「
家
庭
」に
つ
い
て
、様
々

な
テ
ー
マ
を
も
と
に
開
催
し
て
い

ま
す
。�

■　
３
月
１
日（
木
）19
時
30
分
〜�

■　
赤
名
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

■　
飯
南
町
教
育
委
員
会�

　
　
　
　�

℡
７
２
・
０
３
０
１�

映  画�

■
こ
ん
な
地
域
を�

　
　
　
め
ざ
し
て
い
ま
す�

　
わ
が
町
は
美
し
く
、誇
り
を
持
ち
、

自
ら
考
え
、自
ら
行
動
す
る
自
治
会

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。�

①
人
づ
く
り
…
子
ど
も
た
ち
の
手

　
本
と
な
る
大
人（
壮
年
・
老
年
）に
な

　
ろ
う�

②
住
民
自
治
…
み
ん
な
で
汗
を
流

　
し
、知
恵
を
出
し
合
い
話
し
合
い

　
の
で
き
る
地
域
を
創
ろ
う�

③
地
域
づ
く
り
…
次
代
へ
誇
り
を

　
持
っ
て
渡
せ
る
地
域
づ
く
り
を

　
構
築
し
よ
う�

④
地
域
外
交
流
…
開
け
た
人
、開
か

　
れ
た
地
域
を
創
ろ
う（
※
開
け
た
人

　
…
人
情
に
通
じ
、物
分
り
が
良
い
。新
時

　
代
の
物
事
に
理
解
が
あ
る
人
）�

⑤
地
域
財
産
づ
く
り
…
角
井
の
生

　
活
、地
域
文
化
の
再
評
価
を
行
い
、

　
付
加
価
値
化
を
図
ろ
う
（
地
域
の

　
特
性
を
活
か
す
）�

�

こ
の
目
標
に
沿
っ
て
、福
祉
・
自

治
・
環
境
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
５
つ

の
部
会
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。�

■
ち
ょ
っ
と
、こ
の
ご
ろ�

　
　
角
井
の
い
い
と
こ
ろ�

�

緊
急
時
の
お
助
け
ネ
ッ
ト
計

画
が
、小
地
域
福
祉
計
画
に
沿

っ
て
行
動
し
始
め
ま
し
た
。
地
域

の
中
で
発
生
し
た
困
っ
た
こ
と
を
、

民
生
児
童
委
員
や
自
治
会
役
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、隣
近
所
、関
係
機

関
と
連
携
を
と
り
、よ
り
良
い
方

向
へ
導
く
活
動
で
す
。�

�

角
井
の
文
化
伝
承
活
動
を
始
め
、

地
域
の
環
境
美
化
活
動
と
し
て
、

県
道
空
き
缶
拾
い
、花
壇
整
備
。

自
治
会
自
主
財
源
づ
く
り
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店（
角
井
米
を
使
っ

た
焼
き
さ
ば
寿
司
販
売
等
）。
高
齢
者
を

地
域
で
支
え
る
ミ
ニ
サ
ロ
ン
や
、

住
民
交
流
福
笑
い
交
流
会
の
開
催
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
か
あ
ち
ゃ
ん
野
菜

市（
４
月
〜
10
月
土
・
日
）の
開
催
、

集
落
営
農
を
始
め
、地
域
で
農
業

や
土
地
の
保
全
を
考
え
る
研
修
会

の
開
催
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
考

え
る
女
性
会
議
の
発
足
な
ど
、牛

歩
の
ご
と
く
歩
ん
で
い
ま
す
。�

�

糸寒天のサラダ糸寒天のサラダ

材料（４人分）� 分　量�

カリフラワー� ８０ｇ�

糸寒天� １６ｇ�

しめじ� ８０ｇ�

ブロッコリー� ８０ｇ�

塩� 小さじ１／５強�

コショウ� 少　々�

油� 小さじ４�

レモン絞り汁� 小さじ１と１／２�

皮つきおろしりんご� ６０ｇ�

�

　
３
月
８
日（
木
）　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
12
時
30
分
〜
16
時�

　
３
月
９
日 

（
金
）�

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
15
時
30
分�

�

　�　
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー�

��

�

　
町
界
や
県
境
を
越
え
て

広
が
る
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ

な
ど
に
よ
る
鳥
獣
被
害
に

対
応
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い

た
鳥
獣
対
策
の
マ
ッ
プ
作

成
と
そ
の
活
用
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。�

　
ま
た
、放
牧
を
利
用
し

た
耕
作
放
棄
地
対
策
や
里

山
管
理
等
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。�

��

　
福
島
県
、長
野
県
、滋
賀
県
お
よ

び
兵
庫
県
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

被
害
対
策
の
事
例
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、専
門
家
に
よ
る
最
新
の

被
害
対
策
の
研
修
を
行
い
ま
す
。�

��

　
参
加
料
は
無
料
で
す
が
、

。�

　
参
加
申
し
込
み
の
方
法
は
、セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

配
布
中
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
チ
ラ
シ

を
ご
覧
に
な
る
か
、電
話
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。�

角  井�
第10回

76世帯・144人

21

お問い合わせ先 飯南病院 TEL72-0221 来島診療所 TEL76-2309 保健福祉課 TEL72-1770

No.6

開
催
日
時�

会
　
場�

広
域
で
の
取
り
組
み�

最
新
の
被
害
対
策�

参
加
申
込
み
が
必
要�





まちのスケジュール

町
の
人
口
6,008人

（
前
月
比
-4人
）　
男
性
2,845人

　
女
性
3,163人

�
世
 帯
 数
2,184戸

�

14

4 5 6 7 8

1

9

2

10

252/ 262/ 272/ 282/ 3

11 12 13 14 15 16 17

k 家庭教育講演会�
　（みせん）�
�

o 志々小６年生を送�
　る会�
o 飯南高卒業式�
o 桜ヶ台保育所地域�
　開放日�
�

v司法書士会無料相�
　 談室�
　（みせん）�
�

o 来島小６年生を送�
　る会�
�

b妊婦サロン�
　（保健福祉センター）�
�

o赤名小６年生を送�
　る会�
　（行事公開日）�
o 飯南高入試学力検査�
　（飯南高）�
b ヘルシークッキング�
　（来島保健センター）�
b 軽体操教室�
　（基幹集落センター）�
�

v飯南町民まつり�
　（赤名改善センター）�
�

v 行政相談�
　（保健福祉センター）�
�

o 赤来中卒業式�
o 頓原中卒業式�
�

b 楽笑ヘルス�
　（来島保健センター）�
b軽体操教室�
　（保健福祉センター）�
�

v 全共飯石集畜選抜�
　 指導会�
　（畜産センター）�
�

k 映画「かかしの旅」�
　上映会�
　（みせん）�
�

o 飯南高合格発表�
�

k頓原中ハートフル�
　 コンサート�

o 町内小学校卒業式�
b 育児教室�
　（保健福祉センター）�
b 軽体操教室�
　（基幹集落センター）�
�

o 飯南高終業式・�
　転退任式�
o小中学校修了式�
�

b 軽体操教室�
　（赤名改善センター）�
�

o 飯南高入学前説明会�
o 赤名・来島保育所�
　育了式�
�

o桜ヶ台・さつき保�
　育所育了式�
�

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

　7日� 29日�

24日�

※汲取り日が日曜日の場合は前後の日となります。�

収　集　日�

金属類・粗大物�
収　集　日�

ガラス類�
収　集　地　区�

志 ・々頓原の連坦地以外�

赤名・来島の連坦地以外�

赤 名 連 坦 地 �

来 島 連 坦 地 �

八 神 連 坦 地 �

頓 原 連 坦 地 �

頓　原�

収集地域� 収集日�

21日�
（水）�

赤　来� 28日�
（水）�

資 源 物 �
汲取り地区�

頓　原� 　9日�27日�

22日�

志　々� 12日�14日�
赤　名� 2日�4日�
来　島� 17日�19日�

24日�谷� 4日�

し尿汲取り日�

春分の日�


